
o
＞

一
〇
〇
昌
り
鼻
Φ
㌣
婁
窯
＆

　
　
　
日
本
の
教 ｝

⇔
津
『
に
o
饒
◎
饒
）

育
に
意

の
現
状
と

味
す
る
も
の

ノ

、
合
　
　
　
治

勇

C
A
I
と
は
何
か

　
多
額
の
政
府
資
金
の
お
か
げ
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
利
用
の
研
究
は
、
大
学
に

か
ぎ
ら
ず
、
会
杜
、
研
究
所
な
ど
で
さ
か
ん
に
遊
め
ら
れ
て
い
る
。
今
甘
ま
で

に
合
衆
国
教
育
周
は
コ
ン
ピ
．
ユ
i
タ
ー
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
研
究
に
ほ

ぽ
三
四
〇
〇
万
ド
ル
援
功
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
ニ
ニ
○
○
万
ド
ル
ほ
ど
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
教
育
利
用
に
関
す
る
一
〇
〇
以
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
使
わ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
協
力
は
、
一
九
六
五
、
年
制
定
の
0
8
喝
曇
才
Φ

射
9
9
H
監
＞
9
と
岩
き
§
巴
U
臥
竃
8
向
ま
8
け
｝
冒
＞
9
の
↓
三
Φ
く
目

に
も
と
づ
い
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
六
五
年
に
曽
①
冒
窒
蟹
q
竃
ら
ω
Φ
8
邑
触
｛

向
き
O
黛
一
8
＞
9
が
制
定
さ
れ
て
以
来
、
そ
の
－
ま
H
H
H
に
も
と
づ
い
て
、

百
十
二
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
i
、
関
係
の
研
究
に
、
一
五
〇
〇
万
ド
ル
以
上
支
出
さ

れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
は
お
よ
そ
六
つ
の
分
野
に
わ
け
ら
れ
て
い
る
。
（
！
）

2165
O
◎
ヨ
り
鼻
Φ
h
南
鵠
｝
2
①
山
H
P
ω
箒
貢
o
賦
o
目
（
O
＞
H
）
。

特
殊
な
デ
ー
タ
分
析
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ロ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

な
け
れ
ば
入
手
で
き
な
い
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
り
、
翻
訳
し
た
り
．
す
る

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
。

シ
ュ
ミ
レ
i
タ
ー
　
　
実
際
の
娃
活
揚
面
を
敵
定
し
て
訓
練
し
た
り
、

研
究
し
た
り
す
る
た
か
に
ロ
ン
ピ
ュ
ー
タ
i
を
利
用
す
る
も
の
。

惰
報
処
理
　
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
記
憶
装
幟
を
生
か
し
て
、
教
育
と

教
育
研
－
究
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
た
く
わ
え
た
り
、
取
り
出
し
た
り
・
す
る

も
の
。

教
育
計
両
や
教
育
管
理
に
コ
ン
ピ
ュ
i
タ
！
を
活
用
す
る
も
の
。

コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
i
に
関
す
る
人
材
を
養
成
す
る
敬
宵
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
。
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こ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
i
の
大
体
の
構
造
に
ふ
れ
る
必
要
が
あ

る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
活
用
を
す
す
め
る
た
虹
の
惰
報
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
呼

ば
れ
、
そ
れ
は
電
子
記
号
に
翻
訳
さ
れ
た
う
え
で
、
磁
気
テ
■
プ
に
収
め
ら
れ

る
。
そ
れ
と
は
逆
に
、
取
り
出
さ
れ
た
情
報
は
醐
訳
さ
れ
て
、
紙
に
タ
イ
プ
し

た
り
、
カ
ー
ド
に
穴
を
あ
け
た
り
、
ま
た
は
テ
レ
ビ
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
嫁
を
映

し
出
し
た
り
す
る
。

　
生
徒
の
側
に
あ
る
装
置
（
8
易
◎
ポ
と
呼
ば
れ
る
）
は
電
謡
線
な
ど
で
コ
ン

ピ
ュ
タ
ー
と
緕
ば
れ
る
の
で
、
ど
ん
な
に
遠
距
雌
で
も
か
ま
わ
な
い
。
こ
の
装

置
は
テ
レ
ビ
と
同
じ
よ
う
な
ス
ク
リ
ー
ン
、
一
、
σ
q
手
勺
g
（
本
体
と
コ
ー
ド
で
縞

ば
れ
て
い
る
ペ
ン
で
、
そ
れ
を
ス
ク
リ
i
ン
に
触
れ
る
と
、
そ
の
触
れ
た
位
置

が
記
録
さ
れ
る
）
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
1
、
イ
ア
ホ
i
ン
と
マ
イ
ク
ロ
ホ
ー
ン
な

ど
か
ら
で
き
て
い
る
。
写
真
、
文
字
、
絵
、
表
、
数
式
な
ど
は
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
出
す
こ
と
が
r
き
る
し
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
や
本
の
ぺ
i
ジ
も
拡
大
し

て
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
写
さ
れ
る
。
音
楽
た
ど
に
は
イ
ア
ホ
ー
ン
が
使
わ
れ

る
。
ド
リ
ル
な
ど
は
テ
レ
タ
．
イ
プ
で
ス
ク
リ
ー
ン
に
間
題
が
打
ち
出
さ
れ
、
．
生

徒
は
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
答
を
打
っ
。
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
使
え
な
い
よ
う
な

子
供
に
は
、
特
に
一
樹
手
需
自
が
適
し
て
い
る
。
こ
れ
に
似
た
装
置
は
、
電
予

板
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
そ
の
板
の
上
に
厨
軍
ら
窒
で
絵
や
字
を
薔
く
と
、

電
子
的
に
そ
れ
が
記
録
さ
れ
る
。
（
2
一

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
｝
o
亭
蔓
；
饒
①
鉗
牙
閉
・
に
あ
る
I
B
M
研
究
所
の

甘
、
一
、
、
｝
号
自
々
箒
｛
で
使
わ
九
て
い
る
拳
憧
は
I
B
M
一
〇
七
〇
デ
ー
タ

処
理
シ
ス
テ
ム
に
囚
○
の
I
B
M
一
〇
五
〇
が
電
諦
繰
で
迦
縞
さ
れ
て
い
る
。

ス
ラ
イ
ド
な
ど
の
像
は
本
体
の
コ
ン
ピ
里
－
タ
ー
で
撫
作
さ
れ
る
。
（
3
）

　
ω
冨
邑
o
＆
の
C
A
ー
シ
ス
テ
ム
は
、
一
六
人
の
生
徒
に
剛
時
に
、
別
々
の

教
材
を
提
示
す
る
こ
と
が
可
能
、
で
あ
る
。
生
徒
用
の
8
箏
色
①
に
あ
る
ス
ク

リ
ー
ン
は
H
o
。
×
曽
o
冒
の
大
き
さ
で
、
そ
れ
に
は
一
行
あ
た
り
四
〇
の
宇
で
一

八
行
の
文
字
や
数
宇
を
映
写
で
き
る
。
虫
た
線
圃
も
映
写
さ
れ
る
。
映
像
や
背

声
で
提
示
さ
れ
る
閲
魑
に
生
徒
が
反
応
す
る
仕
■
方
は
三
遜
り
・
あ
る
。
。
－
一
昏
2
昌

で
ス
ク
リ
ー
ン
に
触
れ
る
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
打
っ
、
あ
，
る
い
は
マ
イ
ク
ロ

ホ
ー
ン
を
通
し
て
自
分
の
声
を
録
背
す
る
、
の
三
逓
り
で
あ
る
、
。
一
4
）

　
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
立
大
学
で
も
1
，
B
M
研
究
所
と
同
じ
装
置
を
用
い
て

い
て
い
る
。
教
材
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
も
ー
B
M
研
究
所
で
衿
案
さ
れ
た

8
暮
器
幸
H
冨
H
と
呼
ぱ
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
⊥
青
諦
が
使
わ
れ
て
い
る
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
収
め
た
リ
、
伝
達
し
た
り
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
、
大
学
の
－
コ

ン
ピ
ュ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
、
生
徒
用
8
螂
8
一
①
の
I
B
M
H
◎
㎝
o
と
電

語
線
で
っ
な
が
れ
る
。
　
こ
の
ク
ー
ミ
ナ
ル
に
帖
、
改
造
ざ
れ
た
電
気
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
、
富
邑
o
昌
竃
8
協
ス
ラ
イ
ド
映
写
機
と
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
っ

い
て
い
る
。
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
ー
は
一
人
一
人
の
生
徒
の
反
応
。
を
諦
仙
し
、
一
止
し

い
反
応
の
場
含
に
は
、
さ
ら
に
ス
ラ
イ
ド
を
映
し
た
り
、
テ
i
プ
を
閉
か
せ

る
。
ま
た
は
次
の
間
魑
を
う
ち
出
す
。
も
し
正
し
く
な
い
反
応
が
予
期
さ
れ
た

も
の
で
あ
れ
ば
、
特
別
の
手
が
か
り
が
与
え
ら
れ
、
坐
徒
は
も
う
一
度
、
、
反
応
す

る
。
も
し
予
期
さ
れ
な
い
灰
応
の
場
合
は
コ
ン
ピ
ュ
ク
ー
は
一
迦
の
羊
が
か
り
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を
タ
イ
か
フ
に
打
ち
砒
さ
甘
る
か
、
正
し
い
答
の
理
由
を
説
明
す
る
。
あ
る
い
は

一
連
の
曽
・
隻
・
ω
垣
・
の
質
閥
を
与
え
る
。
卑
馨
わ
ま
轟
す
る
か
ど
う
か
の
決

虐
は
、
特
定
の
答
、
誤
答
の
数
、
ま
た
は
生
循
自
身
の
判
断
な
ど
に
も
と
づ
い

て
い
る
。

　
　
一
九
六
七
年
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
、
一
五
の
学
校
で
六
〇
〇
〇
人
の

生
徒
が
コ
ン
ピ
ュ
i
タ
ー
を
利
用
し
て
、
読
み
、
醤
き
、
数
学
を
学
習
す
る
よ

．
う
に
な
っ
た
’
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
向
ω
同
＞
（
曽
①
冒
竃
蟹
q
四
－
以
ω
Φ
8
箏
針
〔
＜

里
9
邑
昌
＞
9
）
の
↓
匡
①
H
H
H
に
も
と
づ
き
三
年
に
わ
た
っ
て
、
二
五
〇

万
ド
ル
の
資
金
を
得
て
い
ゑ
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
ス
タ
ン
フ
オ
ー
ド
大
学
で
開

発
さ
れ
た
。

　
　
こ
れ
と
同
一
シ
ス
テ
ム
が
ケ
ン
タ
ツ
キ
ー
の
旨
害
県
①
乱
の
学
校
で
も
用

い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
学
校
の
二
年
と
六
年
の
ク
ラ
ス
は
一
九
六
六
年
か
ら
算

数
の
指
導
と
テ
ス
ト
を
毎
目
、
ス
タ
ン
フ
オ
ー
ド
大
学
の
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
ー
か
．

ら
受
け
て
い
る
。
三
〇
〇
〇
キ
ロ
以
上
の
距
離
を
通
常
の
電
諦
線
で
結
ん
で
、

す
ぐ
れ
た
プ
ロ
グ
テ
ム
で
教
育
す
る
と
い
う
の
は
画
期
的
な
試
み
で
あ
る
。
翌

年
に
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
一
年
か
ら
八
年
ま
で
だ
け
で
な
く
、
成
人
教
育

に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
。
同
時
に
、
束
部
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
の
八
つ
の
8
昌
叶
｝
が

竃
賃
昏
①
邑
ω
薫
Φ
O
o
茅
σ
q
Φ
に
あ
る
セ
ン
タ
i
を
通
し
て
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

大
学
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
縞
ば
れ
た
。

　
　
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
と
一
っ
の
レ
ツ
ス
ー
ン
は
ほ
ぼ
五
分
間
ぐ
ら
い
の
も
の

で
、
終
り
次
第
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
は
一
人
一
人
の
生
徒
に
正
答
数
、
誤
っ
た

反
応
を
し
た
質
問
の
一
覧
表
、
反
応
に
要
し
た
時
閉
な
ど
を
紙
に
打
ち
出
す
。

生
徒
は
そ
の
紙
を
保
存
で
き
る
。

　
こ
の
試
み
は
連
邦
政
府
の
貨
金
援
助
で
す
す
め
ら
れ
、
求
た
大
陸
櫛
断
の
電

詰
も
、
近
距
雛
電
詰
並
み
の
特
別
の
扱
い
を
受
け
て
い
る
。
｛
6
）

　
C
A
I
臥
係
の
研
究
で
、
咋
年
度
鍛
高
額
の
政
、
附
籔
金
を
受
け
た
フ
ロ
リ
グ

州
立
大
学
の
C
A
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
般
教
養
の
物
瑚
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

が
教
え
て
い
る
。
学
生
は
遡
三
圃
セ
ン
タ
ー
で
物
理
を
学
ぶ
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
は
最
初
教
材
を
提
示
し
、
次
に
そ
れ
に
つ
い
て
テ
ス
ト
を
す
る
。
フ
ィ
ル
ム

や
テ
ー
プ
を
用
い
て
説
明
を
深
め
る
。
＾
7
）

　
低
所
得
家
庭
の
子
供
に
枕
学
帥
教
育
を
受
け
さ
せ
為
ブ
ロ
ジ
ュ
ク
ト

（
饒
窪
酎
賢
）
と
か
、
費
し
い
高
校
生
に
大
学
遊
学
を
保
紐
し
て
特
別
教
育
，

を
受
け
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ュ
ク
ト
（
q
勺
詞
費
｛
団
8
む
）
（
ど
ち
ら
も
圭
と
し
て

黒
人
対
象
）
な
ど
を
担
当
し
て
い
る
O
廓
8
o
｛
黒
8
◎
冒
ざ
O
電
寓
昌
邑
q
も

C
A
I
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
軍
o
－
o
包
遺
の
射
①
省
◎
富
寄
Φ
向
婁
庁
昌
冒
窒
↓

串
o
σ
q
S
冒
O
竃
8
・
で
は
、
　
一
台
三
万
ド
ル
の
8
易
o
ポ
を
二
十
台
使
っ
て
就

学
前
児
童
か
ら
小
学
校
三
年
生
ま
で
、
そ
れ
に
中
学
、
高
核
坐
、
成
人
な
ど
の
教

育
を
し
て
い
る
。
シ
カ
ゴ
で
も
同
じ
誠
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
一
」
こ
で
は
一
〇
〇

人
以
上
の
三
才
半
か
ら
四
才
半
の
幼
児
が
邑
江
晶
ρ
潟
蓄
一
奪
で
読
み
方
を

学
ん
で
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
シ
カ
ゴ
教
育
霧
嬰
禁
と
O
o
o
卯
O
『

昌
｛
U
召
き
膏
⑦
貫
◎
｛
雰
崖
－
o
＞
己
も
協
力
し
て
い
る
屯
（
8
）
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二
　
C
A
L
の
援
所
に
つ
い
て

　
言
う
喋
で
も
な
く
、
コ
ン
ピ
ュ
タ
ー
を
取
り
入
れ
た
教
育
シ
ス
テ
ム
は
、
能

力
の
異
な
る
個
々
の
生
徒
に
、
そ
の
程
度
に
応
じ
た
教
育
を
す
る
こ
と
が
期
特

で
き
る
。
同
時
に
教
師
に
と
っ
て
は
、
教
育
衡
理
の
貨
担
が
軽
く
な
り
、
坐
徒

だ
け
で
な
く
、
教
師
白
身
の
評
価
も
よ
り
・
効
■
果
的
に
行
な
え
る
こ
と
を
意
味

し
、
遅
れ
た
生
徒
に
は
、
補
習
に
も
役
に
立
っ
。
坐
徒
の
誤
っ
た
反
応
は
、
即

座
に
機
械
で
明
示
さ
れ
、
そ
れ
は
同
時
に
プ
ゾ
ン
ト
さ
れ
る
の
で
、
進
度
の
記

録
を
保
存
で
き
る
。

　
一
般
に
確
認
さ
れ
て
い
る
C
A
I
の
長
所
は
次
の
よ
う
な
も
で
の
あ
る
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
、
夕
ー
は
生
徒
に
．
一
っ
一
っ
の
フ
レ
ー
ム
を
完
全
に
把
握
す
る
こ

と
を
要
求
す
る
。
つ
ぎ
に
何
が
提
示
さ
れ
る
か
は
、
こ
れ
ま
で
の
生
徒
の
反
応

に
よ
っ
て
き
め
ら
れ
る
。
生
徒
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ど
の
部
分
で
も
残
し
て
先
へ

進
む
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
。
側
別
学
習
の
長
所
が
C
A
I
に
は
み
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
中
途
で
断
続
す
る
こ
と
の
な
い
能
動
的
な
反
応
、
反
応
の
即
時
秤

価
、
次
の
よ
り
高
度
な
内
容
の
ス
テ
■
ツ
プ
ヘ
進
む
前
に
、
誤
っ
た
反
応
を
正
し

く
す
る
た
ど
。
こ
こ
で
み
ら
れ
る
コ
ン
ビ
．
ユ
ー
タ
ー
と
坐
徒
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
様
式
は
、
単
に
惰
報
の
伝
達
と
受
容
の
過
程
で
は
な
い
。
そ
の

過
栓
で
は
常
に
生
徒
が
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
る
。

　
学
習
最
は
生
徒
ひ
と
り
ひ
と
り
泉
な
る
。
教
師
は
こ
れ
ま
で
の
教
室
で
は
と

て
も
不
可
能
で
あ
っ
た
個
人
指
導
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
彼
は
も

は
や
さ
ま
ざ
ま
な
雑
務
、
た
と
え
ば
事
務
的
な
紀
録
、
評
価
、
練
糊
間
魑
の
採

点
た
ど
か
ら
解
放
さ
れ
る
の
で
実
際
に
教
え
る
時
閑
は
地
大
す
呑
か
ら
で
あ

る
。
同
時
に
彼
は
機
械
の
で
き
な
い
仕
孤
を
す
る
。
た
と
え
ば
皿
し
い
諦
し

方
、
報
告
の
仕
方
、
あ
る
い
は
、
お
互
に
ど
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
ナ
る
か
、
と

い
う
こ
と
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
．
コ
ン
ピ
ュ
タ
ー
は
○
×
式
だ
け
で
な
く
、
生
徒
が
答
え
る
文
牢
、
絵
、
図
で

薔
く
よ
う
な
反
応
も
判
断
で
き
る
。
（
9
）
こ
れ
が
こ
れ
ま
で
の
テ
イ
ー
チ
ン
グ

マ
シ
ー
ン
と
非
常
に
異
る
点
で
あ
る
。
生
徒
の
ま
ち
が
っ
た
反
応
や
困
難
度
に

応
じ
て
、
彼
を
適
当
枚
ス
テ
ッ
プ
ヘ
樽
く
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
屑
◎
o
・
蟹
鼻
艮
箒
4
に
く
ら
べ
て
、
ず
っ
と
突
際
的
な

坐
活
揚
而
を
設
定
で
き
る
。
一
生
徒
に
は
、
舳
肌
定
さ
れ
た
削
魍
扮
而
に
脚
す
る
情

報
が
提
供
さ
れ
る
。
次
に
生
徒
に
決
定
を
下
す
よ
う
班
求
す
為
。
彼
の
決
定
は

、
ω
壱
冨
昌
に
フ
イ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、
次
に
提
供
さ
れ
る
惜
榊
，
の
基
破
と
な
る
。

彼
は
以
前
の
決
定
と
、
新
し
い
惰
搬
と
に
独
づ
い
て
、
河
び
決
定
を
下
す
。
時

に
は
全
く
不
合
理
た
揚
而
を
設
定
し
て
、
生
徒
を
わ
ざ
と
汎
凡
さ
せ
た
り
．
、
坐

徒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
微
科
糾
で
は
こ
う
い
う
こ

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
慢
、
o
o
q
蟹
B
＆
冨
4
に
く
ら
べ
る
と
、
　
コ
ン
ビ
ュ
ー
〃
1
1
は
ず
っ
と
可
能
他

に
と
ん
で
い
る
。
大
き
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
ク
ー
で
は
、
何
人
も
の
坐
徒
を
同
時
に

救
え
、
し
か
も
、
個
々
の
生
従
の
采
軟
倣
を
．
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。
お
そ
ら
く
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一
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
、
い
く
つ
か
の
異
な
っ
た
教
科
を
同
時
に
教
え
る

　
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
（
H
）

　
　
数
学
の
分
野
で
は
、
C
A
I
に
発
兄
法
（
零
庄
＆
讐
ω
8
葛
q
岩
肩
◎
凹
｝
）

に
大
き
な
関
心
が
も
た
れ
て
い
る
。
生
徒
は
一
つ
一
つ
の
質
問
に
答
え
て
い
く

　
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
た
か
も
白
分
で
発
見
す
る
か
の
よ
う
に
学
習
を
進
め
て
い

く
。
機
械
で
方
程
式
を
解
い
て
い
く
揚
合
、
彼
は
自
分
の
学
習
の
過
程
を
、
グ

　
ラ
フ
、
絵
、
数
式
と
し
て
ス
ク
リ
。
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
で
槻
察
す
、

　
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
式
が
変
わ
る
ご
と
に
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
変
化

す
る
か
を
発
兄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
式
の
操
作
の
結
果
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

　
に
即
座
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ツ
ク
さ
れ
、
そ
の
縞
果
が
ス
ク
リ
ー
ー
ン
に
ど
の
よ
う
に

あ
ら
わ
れ
変
化
す
る
か
を
発
兄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
は
自
分
の
考
え
を
ど

　
の
よ
う
に
も
試
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
1
2
）

　
　
ブ
ロ
グ
ラ
マ
！
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
学
習
過
程
は
、
次
に
そ
の
プ
ロ
グ

　
ラ
ム
を
改
訂
す
．
る
の
に
役
立
つ
。
こ
の
結
果
を
分
析
す
れ
ば
、
生
徒
の
思
考
過

程
。
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
1
3
一

　
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
に
利
用
で
き
る
の
で
、
長
い
目
で
み

・
れ
ば
有
利
な
投
資
と
み
ら
れ
る
。
雫
o
σ
q
轟
昌
＆
8
算
、
に
く
ら
べ
た
ら
、
か
え

　
っ
て
経
済
的
で
揚
所
を
取
ら
な
い
。
こ
の
新
し
い
技
術
の
中
に
は
、
、
普
通
の
ハ

　
イ
ス
ク
ー
ル
や
大
学
で
も
す
ぐ
に
応
用
で
き
る
も
の
が
い
く
ら
も
あ
る
。
教
育

局
（
O
雷
o
⑭
o
h
、
塁
9
豪
8
）
の
調
査
に
よ
る
と
、
い
く
つ
か
の
学
校
が
、
一

　
っ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
れ
ぱ
、
学
区
の
予
算
の
一
％
以
内

で
、
ユ
ン
白
ヒ
ュ
ー
タ
ー
の
す
ぐ
れ
た
利
点
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、

た
と
え
ば
二
一
〇
、
O
O
○
人
の
小
学
生
、
四
〇
、
○
○
○
人
の
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
生
徒
、
二
、
○
○
○
人
の
大
学
生
の
た
め
に
は
コ
ン
ピ
ュ
…
タ
ー
の
設
備

費
、
人
件
費
そ
の
他
で
、
年
閲
八
○
万
ド
ル
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
同

じ
数
の
生
徒
、
学
生
を
も
つ
学
区
の
年
閲
予
算
は
ほ
ぽ
二
一
〇
〇
万
ド
ル
で
あ

ろ
う
。
（
帖
）

　
教
育
に
よ
り
多
く
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
に
っ
れ
て
、

ω
壱
Φ
8
と
い
う
概
念
も
同
じ
く
、
教
授
の
場
の
中
に
応
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
教
授
に
お
け
る
ω
喜
①
冒
と
い
う
の
は
、
あ
る
教
授
目
襟
を
達
成
す
る
の

に
必
要
な
要
素
の
総
体
で
あ
る
。
毫
箒
昌
の
概
念
を
と
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
行
わ
れ
る
も
の
は
、
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
に
学
習
や
教
授
、
テ
ス
ト
な

ど
に
っ
い
て
研
究
さ
れ
た
も
の
の
組
織
的
柾
応
用
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

れ
は
個
人
差
や
個
々
．
人
の
要
求
に
応
じ
た
診
断
、
教
授
、
、
■
カ
ウ
セ
リ
ン
グ
、
評

価
を
総
ま
と
め
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
管
理
技
術
、
情
報
処
理
、
教
授
技
術
な

ど
を
総
合
し
た
効
果
的
柾
技
術
で
あ
る
。
こ
の
伽
喜
①
豪
岩
喀
8
亭
に
は
通

常
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
取
り
入
そ
ら
れ
る
。

　
教
授
堵
箒
昌
に
あ
っ
て
は
、
教
授
目
襟
が
具
体
的
な
行
醐
内
容
で
明
示
さ

れ
る
。
っ
ま
り
生
徒
は
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
べ
き
で
あ
る
か
、
ど
の
程
度
ま

で
で
き
る
か
な
ど
が
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
い
る
。
　
ω
協
a
冒
ぼ
生
徒
が
教
授
目

標
を
満
足
い
く
程
度
に
達
成
し
た
か
ど
う
か
の
診
断
を
す
る
。
個
々
の
特
定
の

教
授
目
標
に
関
す
る
診
断
だ
け
で
な
く
、
一
人
一
人
の
生
徒
の
全
体
的
た
個
人
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差
、
態
度
、
経
駿
、
興
味
、
学
習
盤
と
程
度
、
学
習
の
ス
タ
イ
ル
な
ど
を
、
従

来
の
普
通
の
教
授
で
は
と
て
も
及
ば
な
い
ほ
ど
に
こ
ま
か
く
記
録
す
る
。

三
　
C
A
I
は
目
本
の
教
育
に
何
を
示
唆
す
る
か

　
第
一
次
大
戦
後
の
学
校
統
合
と
ス
。
ク
ー
ル
バ
ス
の
た
め
に
、
へ
き
地
教
育
が

問
魑
で
な
く
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
と
違
い
、
海
と
山
の
目
本
に
と
っ
て
は
、
へ
き

地
教
育
は
宿
命
的
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
へ
き
地
の
教
師
は
、
教
室
と
ぞ
れ
に
関

連
し
た
仕
事
以
外
に
多
く
の
時
間
を
費
さ
な
け
れ
ば
校
ら
な
い
。
学
校
が
唯
一

の
文
化
セ
ン
タ
ー
と
あ
っ
て
は
、
そ
こ
で
催
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
顔
を

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
対
に
と
っ
て
は
欠
か
せ
ぬ
存
在
で
あ
り
、
成
人
教

育
の
講
師
で
も
あ
乃
。
こ
れ
で
は
教
室
の
生
徒
が
忘
れ
ら
れ
る
の
も
無
理
は
校

い
。
視
聴
覚
教
臭
と
言
っ
て
も
、
テ
レ
ビ
か
ス
ラ
イ
ド
く
ら
い
。
テ
レ
ビ
は
児

せ
っ
ぱ
な
し
で
、
　
「
活
用
」
と
い
う
概
念
と
は
ほ
ど
遠
い
の
が
普
通
、
フ
ィ
ル
、

ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
か
ら
遠
い
の
で
、
映
両
は
ま
だ
ま
だ
娯
楽
の
城
・
を
出
な
い
の

が
実
情
で
あ
ろ
う
。

　
C
A
I
に
よ
っ
て
恩
恵
を
こ
う
む
る
も
の
と
し
て
、
第
一
に
卿
に
浮
か
ぶ
の

は
、
へ
き
地
教
育
で
あ
る
。
へ
き
地
の
生
徒
は
C
A
工
に
よ
っ
て
、
教
科
の
エ

キ
ス
バ
ー
ト
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ブ
ロ
グ
ラ
ム
は
教
科
専
門
家

の
合
作
で
あ
る
。
教
室
で
は
、
生
徒
は
い
っ
で
も
白
分
の
番
を
符
っ
て
時
閉
を

無
駄
に
す
る
必
奥
も
な
い
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
i
を
使
っ
た
学
習
で
は
、
生
徒
一

人
一
人
に
、
程
度
に
応
じ
た
教
材
が
、
の
ぞ
ま
し
い
順
序
で
提
示
さ
れ
、
必
要

な
揚
含
に
は
、
矯
正
的
な
練
習
附
豚
も
与
た
ら
れ
、
即
座
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ヅ
ク

が
た
さ
れ
、
結
果
が
記
録
さ
れ
る
。
生
徒
は
も
は
や
多
数
の
巾
の
一
人
で
な

く
、
学
習
活
動
の
主
役
と
な
り
、
常
に
能
動
的
と
な
る
、
わ
か
ら
な
い
時
に

は
、
手
を
あ
げ
て
教
師
の
指
灘
を
う
け
る
。
教
師
は
、
彼
の
逃
度
、
ト
ラ
ブ

ル
、
興
味
、
く
せ
な
ど
を
よ
く
理
解
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
。

．
C
A
I
が
軌
遺
に
の
れ
ば
、
鐙
産
の
た
め
に
生
徒
用
の
8
肖
色
①
が
安
く
な

り
、
そ
の
う
え
、
一
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
多
く
の
学
校
が
共
有
し
て
、
時

間
を
少
し
ず
つ
ず
ら
し
て
使
え
ば
（
吋
ぎ
⑭
ω
臣
ユ
潟
）
、
教
育
委
員
会
も
経
費

を
飾
減
で
き
る
。
各
県
の
大
学
の
教
育
学
部
、
教
育
委
員
会
柾
ど
で
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
委
員
員
会
を
構
成
す
れ
ば
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
央
統
制
と
い
う
心
配
も

少
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
ク
ラ
ス
の
生
徒
数
が
い
ま
だ
に
四
〇
人
、
四
五
人
と
い
う
の
が
普
通
の
日
木

の
学
校
教
育
に
あ
っ
て
は
、
C
A
I
は
大
き
な
効
果
を
あ
げ
る
で
あ
ろ
う
。
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
た
か
も
仙
人
教
師
の
よ
う
な
存
在
ど
な

り
、
生
徒
は
教
壺
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
た
び
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
教
え
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
教
奴
は
よ
り
佃
別
化
さ
れ
る
。

　
教
師
の
役
割
も
当
然
、
瑚
在
と
は
ち
が
っ
た
も
の
に
ら
ろ
う
。
C
A
工
が
、

彼
の
黄
征
分
蜥
の
多
く
を
受
け
椅
ち
、
彼
は
コ
ン
。
ヒ
ュ
ー
ク
i
で
は
で
き
な
い

仕
班
を
し
、
こ
れ
ま
で
’
は
不
可
能
で
あ
っ
た
よ
う
な
貨
征
を
火
た
す
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
C
A
I
の
蝶
入
に
よ
っ
て
、
彼
の
人
㎜
…
仙
、
人
㈹
と
し
て
の
存
在

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ツ
プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
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数
学
、
理
科
．
に
く
ら
べ
、
国
語
教
育
の
分
蜥
に
は
プ
賞
グ
ラ
ム
学
習
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
少
な
い
。
そ
の
一
つ
の
理
、
～
は
「
漢
字
」
で
あ
る
。
特
に
多
肢
避
．
択

法
を
敬
ら
入
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
淡
字
の
ド
リ
ル
を
扱
う
こ
と
は
不
可
能
に

近
い
。
小
学
生
が
字
を
覚
え
る
に
は
、
漢
字
を
突
際
に
白
一
分
で
何
度
も
蕃
い
て

み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
C
A
I
で
は
可
能
に
な
る
。
生
徒
が
ご
答
7

勺
8
で
ス
ク
リ
ー
ン
に
字
を
蕃
く
と
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
ー
が
そ
れ
を
分
析
し
た
う

え
で
、
正
し
い
か
ど
う
か
を
皆
げ
、
さ
ら
に
ど
こ
を
ど
う
改
め
る
か
、
ど
の
よ

う
に
綴
る
か
を
イ
ア
ホ
ー
ン
を
通
し
て
、
あ
る
い
は
ス
ク
リ
ー
ン
の
映
徴
に
よ

っ
て
、
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
で
あ
る
。

　
外
国
語
教
育
に
音
声
が
な
か
っ
た
ら
無
意
昧
で
あ
る
。
　
肩
◎
的
轟
自
＆
8
ζ

だ
け
で
英
語
を
学
ぶ
の
は
退
屈
で
効
果
が
な
い
。
そ
れ
な
の
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
学

習
で
レ
コ
ー
ド
や
テ
ー
プ
が
同
時
に
使
わ
れ
る
の
は
そ
れ
ぼ
ど
多
く
な
い
。
だ

か
ら
英
講
教
育
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
学
習
と
い
う
よ
り
r
ド
（
■
竃
碧
晶
①

蟹
ピ
o
曇
◎
ξ
）
．
の
方
が
．
一
般
的
で
、
そ
れ
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
学
習
の
概
念
を
取
り

入
れ
よ
う
と
い
う
努
力
が
な
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
L
・
L
・
に
も
間
魎
は
、
残

る
。
そ
れ
は
殆
ん
ど
の
場
合
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ン
ヨ
ン
の
一
方
交
通
で
、
輿
の

個
別
化
と
い
う
間
魑
は
依
然
と
し
て
残
る
か
ら
で
あ
る
。
L
・
L
・
教
材
は
生

徒
一
人
■
一
人
の
興
味
や
要
求
に
応
じ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
．

　
C
A
工
は
こ
れ
ら
の
間
魍
を
解
決
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
個
々
の
発
音

を
正
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
■
か
は
疑
間
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
特
列
の
装
置
、

た
と
え
ば
オ
シ
ロ
グ
ラ
フ
の
よ
う
な
も
の
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
会
謂
の
具
体
的

な
扮
は
ス
ク
リ
ー
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
。
背
声
教
材
は
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
を
通
し

て
流
さ
れ
る
。
生
従
は
タ
イ
プ
を
打
つ
か
、
マ
イ
ク
ロ
ホ
！
ン
を
通
し
て
頂
を

録
背
し
た
り
し
て
反
応
す
る
。
爵
工
弄
ω
毫
需
山
（
C
A
I
の
叱
要
な
研
究
噺

の
一
人
、
ω
蟹
臥
o
＆
大
学
）
が
描
く
独
徽
図
の
よ
う
．
に
、
生
徒
と
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
と
の
、
ほ
ん
と
う
に
純
粋
な
対
紙
が
可
能
に
な
れ
ぱ
、
＾
1
5
一
C
A
I
で

外
国
語
の
学
禍
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ま
で
に
は
肴
瀞
の
、

文
車
論
的
、
意
味
論
的
、
背
声
学
的
な
絡
削
魑
ジ
解
決
さ
れ
て
い
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
っ
ま
り
文
章
榊
造
、
単
瀞
の
意
昧
、
語
桝
、
単
瀞
の
用
い
ら
れ
る
頻

度
、
校
ど
に
関
す
る
間
題
が
、
特
に
C
A
1
の
た
め
に
研
究
ざ
れ
か
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
更
に
、
C
A
I
の
大
き
た
効
果
が
期
待
さ
れ
る
の
は
逃
脇
桐
導
で
あ
る
。
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
、
生
株
の
学
暫
締
衆
を
あ
ら
ゆ
る
学
校
殴
階
を
遡
し
て
保
存

す
る
。
そ
の
た
め
、
・
彼
の
閲
魍
点
、
興
蛛
、
特
殊
能
力
を
容
易
に
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
こ
で
は
糀
神
的
炎
薬
煮
の
間
魍
も
起
ら
た
い
。
大
学
逃
学
考
も
白

分
に
最
も
適
し
た
大
学
、
学
科
を
選
択
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
浪
人
間
魑
も
少

な
く
な
る
と
期
待
で
き
る
。
大
学
進
学
称
望
者
は
白
分
の
能
カ
、
・
適
性
を
よ
く

如
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
無
理
な
入
学
試
験
を
受
け
る
こ
と
も
な
く
、
能
カ

と
興
味
に
合
っ
た
大
学
の
入
試
を
多
分
ま
ち
が
い
な
く
バ
ス
し
、
適
性
を
生
か

す
こ
と
が
で
き
る
。

　
現
在
浪
人
の
徴
し
て
い
る
無
駄
な
金
ピ
時
間
が
C
A
I
の
た
め
に
生
か
さ
れ

る
と
し
た
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
た
め
の
多
棚
の
秋
用
も
決
し
て
不
経
済
と
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は
考
え
ら
れ
な
い
ひ
こ
の
目
本
独
特
の
浪
人
亡
い
う
杜
会
問
魑
ば
一
朝
一
タ
に

は
僻
決
さ
れ
ず
、
そ
れ
に
は
、
多
く
の
阯
魑
、
た
と
え
ば
入
試
制
度
、
大
学
教

育
、
一
般
杜
会
の
人
材
養
成
制
度
、
文
部
行
政
、
衡
理
な
ど
が
関
係
し
て
く
る

が
、
そ
の
ど
れ
も
が
、
C
A
I
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
導
入
に
よ
っ
て
、
い
く

ら
か
で
も
解
決
さ
る
と
い
え
力
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
C
A
I
で
使
わ
れ
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
σ
大
き
な
力
は
、
惜
報
を
貯
え

る
こ
と
に
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
の
無
限
の
惰
報
を
必
要
に
応
じ
て
再
び

．
取
り
山
す
こ
と
に
よ
・
っ
て
、
上
記
の
間
魎
解
決
の
糸
口
が
つ
か
め
る
だ
ろ
う
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
こ
の
能
カ
と
、
柵
．
州
限
と
も
胃
え
る
ほ
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
っ
て
学
習
が
個
別
化
さ
た
る
t
と
を
考
え
一
合
わ
せ
る
と
、
テ
イ
ー
チ
ン
グ
マ

シ
ー
ン
に
あ
っ
た
「
機
械
が
人
間
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
？
」
と

い
う
疑
・
問
反
搬
も
、
C
A
I
に
は
ま
っ
た
く
当
て
は
ま
ら
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
コ
ン
ピ
、
一
ー
タ
ー
に
は
そ
う
い
う
批
判
を
．
無
に
す
る
に
’
足
る
だ
け
の
可
能

性
あ
リ
、
し
か
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
も
日
夜
進
歩
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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